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設定なしで通信できる規格、ZeroConf

アップルのMac OS X v10.2に搭載され

たRendezvous（以下、ランデブー）は、

2002年5月に開催された開発者向けのカン

ファレンス「WWDC 2002」で大々的に発

表され、OSの次期メジャーアップデートの

目玉となった。そのときに、このランデブ

ーは、IETFでのワーキンググループで規

格 の 制 定 作 業 を 行 っ て い る

「ZeroConf」 をベースにしている

ことが公開された。アップル製品では、

IEEE 1394のことをFireWireと呼んだ

り、あるいはIEEE 802.11bをAirMac（海

外はAirPort）と呼んだりするなど、テクノ

ロジーに対してブランド名を与えて印象度

を強く、マーケットに新たなテクノロジーの

訴求を行っている。これと同じで、

ZeroConfに対する、アップルのブランドが

ランデブーなのである。

WWDC 2002の内容については機密事

項が含まれているので詳細は触れられない

がZeroConfについてのセッションもあり、い

きなりそれまでは見聞きしたこともない技術

で正直面食らったのだが、けっこうおもしろ

いデモだった。目指すところはネットワーク

の進化を着実にもたらすものであり、非常に

印象に残っている。ZeroConfという規格や、

規約に相当する部分が何年もかかって蓄積

され、それがランデブーとして、Mac OS X

に実装されたわけである。そこで、ランデ

ブーで何ができるのか、現状の紹介を中心

にして、新しいネットワーク環境の可能性を

考えてみたい。

ZeroConfが目指すのは文字どおり、設

定しなくても使えるネットワークだ。現在

のインターネットの標準的な使い方は、当

然ながらIPアドレスの設定から始まり、い

ろいろな設定を行って、やっと別のコンピ

ュータとネットワーク通信ができるようにな

る。オフィスなどのしっかりと管理された

環境では、そうした準備が必要なことがあ

ってもコスト的に十分に見合うとすれば問

題はない。最近では、アドレスの自動割り

当てを行うDHCPもあたりまえとなり、小

規模なネットワークにブロードバンド環境

ならば、ルーターに大方の設定がされてい

るので特に何もしなくても使えるという感

覚があるかもしれない。

しかしながら、これはインターネットとい

うバックエンドやインフラがあって、必要な

設定がルーターに集約されているので、お

手軽になっただけである。

一方、こうした管理が行き届かないネッ

トワーク環境もあるだろう。街角で偶然出

会った友人が持っているコンピュータとい

きなり通信したいとなった場合、技術的に

不可能ではないがネットワークの知識が乏

しいユーザーがすぐにできることではな

い。また、平均的なホームユーザーがネッ

トワークを使うときの敷居は高いものであ

る。こうしたさまざまな場面で、「設定をし

なくても通信できる」ということを目指した

のがZeroConfなのである。

www.zeroconf.org

検索機能やマルチキャストを実現

ZeroConfの具体的な目標は、まず、

DHCPサーバーがなくてもアドレスの割り

当てを実現することだ。このためランデブ

ーに対応したコンピュータはその場で問題

のないIPアドレスを自動で取得するような

IP通信機能を備えている。DNSサーバー

がなくても名前をIPアドレスに変換する機

能も持つ。したがって、ネットワーク上の

サービスを、ドメイン名を使ってウェブサイ

トにアクセスするように名前を使って利用

できる。このほか、サービスを検索する機

能も持つ。たとえば、ディレクトリーサーバ

ーやプリンターといったサービスがどこに

あるかを検知できる。さらに、アドレスを

自動的に割り当てるMADCAPサーバー

（※注）がなくてもマルチキャストを行える

機能などもある。

ZeroConfの仕様は、これら4つすべて

を常に使う必要はなく、状況に応じて必要

な機能を選んで使えばいい。非常に割り

切った見方をすれば、現在のインターネッ

トは、クライアントとサーバーとのやり取り

が容易になった。従来のIP通信システム

は、ネットワーク設定を集中管理する

DHCPサーバーがあり、DNSサーバーで

名前を特定し、クライアントからサーバー

に接続する。そのためには、DNSにレコ

ードを加えるなどの準備が必要であった。

このシステムだと、社内向け文書を公開し

ているイントラネットウェブサーバーのアド

レスは、管理者に聞かなければわからな

い。しかし、ZeroConfベースのネットワー

クだと、あるウェブサーバーがサービスを

行っていることが自動的にクライアント側

でわかり、そこに接続しさえすれば簡単に

参照できるようになるのである。これを利

用すれば、たとえばクライアント同士の通
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Mac OS Xに組み込まれた標準技術
“ランデブー”が生む新しいネットワーク環境

text : 新居雅行（Masayuki Nii）

［注］MADCAPサーバー　　Multicast Address Dynamic Client Allocation Protocol サーバー。

マルチキャストで使用するグループアドレスをMADCAPクライアントに対して動的に割り当てるためのプロトコルを提供するサーバー。
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図1 ランデブーで設定した名前を登録したシステム設定画面

図2 ランデブーに完全対応した「iChat」

信インフラも実現できる。

Mac OS X v10.2ではiChatの裏で稼働

ZeroConfの仕様は複雑だが、すでに実

装されたMac OS X v10.2を使ってみる

のが理解するのには一番の早道だ。Mac

OS X v10.2に搭載されているチャットソ

フトのiChatはランデブーに完全対応して

いる。ファイルサーバーを特定するにはラ

ンデブーで設定した名前を利用できる。シ

ステムの設定としては、システム環境設定

の「共有」にランデブーネットワークでの名

前を設定するだけだ（図1）。

iChatは、文字どおりチャットソフトだが、

AIM（AOL Instant Messenger）互換で

あり、AIMのスクリーンネーム（ユーザー

名）でログインしてAIMの人たちとチャッ

トできるし、.Macのアカウントでもログイン

できる。AIMの専用クライアントソフトで

はユーザーが一覧表示されるが、これは

AOLのサーバー経由でチャットするAIM

のユーザーのみである。一方、iChatには

AOLのサーバー経由でチャットするユー

ザーのリストと、ランデブーで得られたユ

ーザーリストの2つが存在する。AOLのサ

ーバー経由でチャットするユーザーのリス

トは、基本的にはそのユーザー名をiChat

クライアントソフトに手作業で追加する必

要がある。しかし、ランデブーのリストは、

iChatを起動し「チャット可能」にしている

ユーザーが自動的に一覧できるようになっ

ている。別に「ランデブーサーバー」があ

るわけでもなく、iChatを起動しているク

ライアントマシン同士でやりとりをして、「今

現在iChat可能なユーザーリスト」を自動

的に構築するのだ（図2）。

iChatはすでに、ランデブーの機能をア

プリケーションレベルで積極的に使ってい

て、いま説明した仕組みは表には見えな

い。ランデブーに対応した相手とはIPで

通信をするため、相手のIPアドレスを把握

したり、iChatが可能であることがほかの
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Mac OS X v10.2のシステム環境設定の「共有」にランデブー名を設定する。

ランデブーの機能によりiChat利用者が自動的に一覧できる。
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マシンからわかるようにしたりするネットワ

ークの処理を背後で行っているのだ。チ

ャットのときのハンドル名などは、ランデブー

の機能というよりは、その機能をベースにし

てクライアント同士で名前情報を交換しあっ

た結果である。iChat以外のランデブー対

応のユーティリティーも松下幸希氏によって

すでに数点開発されている（図3、4）。

ランデブーは単一セグメントにのみ対応

ランデブーの通信範囲は基本的には同

一ノードである。ルーター内部だけと言っ

たほうが感覚的にはわかりやすいかもし

れない。これは、現在のランデブーが単一

のセグメントでのやり取りにしか対応して

いないことにも関係している。ZeroConf

は、セグメント内のやり取りに限定されて

いない、イーサネット、AirMac、Bluetooth、

FireWire、USBなど標準的な接続技術が

あればつながる規格ではあるが、インター

ネットが誰もが使うインフラとなっている現

在では、単一セグメントで使うことで混乱

をおさえていると考えられる。

ランデブーのネットワーク機能がどのよ

うに動いているのかのヒントとしては、ル

ーティングの設定をnetstat -rというコマ

ンドで見ることである程度はわかる。まず

自分自身のマシンをiChatでのチャットを

可能にしてランデブーに加わる。その後、

別のマシンのiChatを起動してチャットを

可能にしたとしよう。そのときのルーティ

ングの設定の変化を見ると、ランデブーに

加わった別のマシンのIPアドレスが、ルー

ティングテーブルに加わっていることがわ

かる。一般的にはこのように同じサブネッ

トのものなら、こうした設定は含まなくて

も、IPアドレスがわかっていれば通信はで

きるはずだ。しかしおそらくランデブー自

身でIPアドレスを割り当てるような場合に

は、ルーティングテーブルもそれぞれのク

ライアントでメインテナンスしないと、通信

図3 ランデブー対応のユーティリティー「Cellu_It」

図4 ランデブー対応のユーティリティー「マックメムX
モニター」

透明な付箋シートを画面に配置できるCellu_It。付箋自体をCellu_It

が起動している別のMacに簡単に送信できるが、付箋の送信を受け

付ける相手がいるかどうかをランデブーで識別している。現在のバ

ージョンは利用期間限定で、無料で配布されている。

kwww.sachiki.com

Mac OS Xのメモリー状況を監視するフリーウェアで、マックメム

が配付している「マックメムXモニター」。vm_statコマンドと同様、

仮想記憶のフリーなページ数などを表示するが、ランデブーによっ

てほかのマシンのメモリー状況が監視できる。

kwww.macmem.com/cgibin/index.cgi?macmemXmonitor.html
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図5 ランデブーの仕組み
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に支障が出ることも考えられる。さらに、

将来的にルーターを超えてランデブーを行

うのだとしたら、ルーティングテーブルのセ

ットアップは必要になるだろう。

ランデブーの可能性

ランデブーによってネットワークはより簡

単になる。ただ、こうした世界は、非常に

古い時代にAppleTalkという仕組みです

でに実現していた。クライアントは自分自

身で自動的に通信可能な状態になり、さら

にサービスの存在がわかる仕組みができ

ていた。その結果、ネットワークプリンター

は自動的にリストアップされるところまで行

っていたのである。TCP/IPが標準となっ

た現在、同様のコンセプトのもとで再構築

しているとも言える。だが、AppleTalk時

代と異なり、メモリーもCPUパワーも桁違

いに大きくなっているいま、ランデブーが

もたらすものは何だろうか？　

まずはホームユースにはサーバーとい

うものが必要なくなることが考えられる。

サーバーには「管理」が必要になる。サー

バーについてもビジネス市場の次はホーム

市場という見込みも一部にはあるかもしれ

ないが、ランデブーでさまざまなサービス

が使えるようになれば、家庭内では自分の

マシンをそれぞれ持ち、必要に応じてクラ

イアント間でやりとりできればおおむねこ

とは足りるしその方が使いやすいだろう。

また一方では、すでに公開されているユ

ーティリティーのように、クライアントの監視

といったことにも使えるかもしれない。要

は使い方次第ということになる。そうなる

と、P2Pかということにもなるのかもしれ

ないが、ランデブーではもちろんそういっ

た使い方も可能だろう。いずれにしても、

こうした新しい技術がすでに使える状態

になった今、開発者としてチャレンジし甲

斐のあるネタが目の前にぶら下がっている

ことは疑いないことだ。

ランデブーでは各マシンが自動的にIPアドレスを持ち、名前を付け、IP

通信できる。名前からIPアドレスへの変換は、サーバーがなくてもサポ

ートされる。チャット受付OKなどのサービスを受けることで、ネットワー

クに対して名前が公開されるため、ほかのパソコンも認識することがで

きる。

ランデブーがもたらすもの

・ホームユースにはサーバーがなくなる

・クライアントの監視にも使える

・P2Pも実現できる

・設定不要のネットワーク

・サービスの存在を自動認識
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